	 資料５


令和６年度（４月１日付け人事異動後）各種調査表等について

　

１　提出書類

 (1)  令和６年度（４月１日以降）各種調査表　付表

 (2)  令和６年度（４月１日以降）各種調査表　No．１、No．２

 (3)  多学年学級担当支給資格確認表（該当校のみ）

２　提出期限 
　　(1)  各種調査表　付表　　　　　　　　　　　　　　令和６年３月２１日（木）
　　(2)  各種調査表　Ｎｏ１・Ｎｏ２　　　　　　　　　令和６年４月１９日（金）
 (3)  多学年学級担当支給資格確認表（該当校のみ）  令和６年４月１９日（金）
　 
各種調査表等の作成時における注意事項
　今回の調査により提出された書類によって、年度当初に必要となる諸手当についての支給要件の確認及び電算入力を行うので、記入の際に漏れや誤りがないよう十分確認をお願いします。

１　令和６年度（４月１日以降）各種調査表　付表
（令和６年３月２１日提出期限）　 　
  （１）特別支援学級担当

　　　　　４月より特別支援学級を担任し従事する職員及び特別支援学級担任を解かれた　　　　　職員を記入する。（特別支援学級担任には給料の調整額を支給）

２　令和６年度（４月１日以降）各種調査表 Ｎｏ１・Ｎｏ２  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和６年４月１９日提出期限）
  （１）特別支援学級担任

　　　　　上記１の（１）に同じ。

　（２）児童手当受給者

　　　　　児童手当が認定されている職員を記入する。

　　　　　転入者で住居の変更があった職員については、別途「児童手当住所変更届」　　　　　を事実発生から２週間以内に提出すること。

　（３）多学年学級担当者

　　　　　別添「多学年学級担当支給資格確認表」により、多学年学級担当手当の受給資　　　　　格がある職員について記入する。

  （４）教育業務連絡指導手当受給該当者

      　　手当支給対象となる主任等についてのみ記入する。

    　　　　※ 学年主任欄については、手当支給該当がない場合にあっても、学級数を　　　　　　　 　記入する。（多学年学級の場合はその旨表示）

　　        ※ 各主任等を１人で兼務している場合は、氏名を（　）書きすること。

　（５）部活動指導担当者

　　　　　教員特殊業務手当（４号業務：部活動指導業務）の対象となる職員について
記入する。複数の部活動等を兼務する場合は、「部名」欄に複数記入すること。

３  多学年学級担当支給資格確認表 （令和６年４月１９日提出期限）
    　多学年学級を担当する教職員（講師を含む）について、多学年学級担当手当の支給　　　要件を確認する。

　　　確認表における「担当授業時間数」については、令和２年版「福島県教職員の給与事務提要」３－０７－９を参照のこと。

　　

